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平成 30年 12月 21日に、平成 30年度学校保健統計調査速報（大阪府分）を取りまとめましたの

で、その概要を紹介します。 

 なお、この数値は速報値であり、後日（平成 31 年３月予定）文部科学省から公表される「学校

保健統計調査報告書」の数値が確定値となります。 

１ 発育状態 

（１）身長・体重 

（ア）全国との比較 

身長は、年齢層によりばらつきはあるが、男子はやや低い傾向があり、女子は９歳以

降でやや高い傾向がある 

体重は、男女ともに全国平均値よりやや軽い傾向がある 

大阪府の幼児、児童及び生徒の身長を年齢別に全国と比較してみると、男子は、７歳及び 16

歳以外のすべての年齢で、全国平均値と同じか低くなっています。女子は、９歳以降は全国平

均値よりやや高い傾向がありますが、10歳及び 14歳では全国平均値より低くなっています。 

また、体重では男子は 16 歳を除くすべての年齢で全国平均値と同じか下回っており、女子

は、９歳、11 歳、12 歳及び 15 歳を除くすべての年齢で全国平均値と同じか下回っています。 
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年齢別身長の平均値  
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５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳

身長（cm） 110.3 116.2 122.6 127.7 133.7 138.7 145.2 152.4 159.4 165.3 168.1 170.4 170.6

体重（kg） 18.9 21.1 23.9 26.6 30.7 33.8 38.4 43.5 48.3 53.6 57.5 61.2 62.0

身長（cm） 109.0 115.5 121.4 127.3 133.5 139.9 147.6 152.2 155.2 156.3 157.1 157.7 158.0

体重（kg） 18.5 20.8 23.3 26.3 30.2 33.8 39.3 43.9 47.1 49.7 52.3 52.2 52.6

注）年齢は平成30年４月１日現在の満年齢である。

男
子

女
子

大阪府の身長・体重の平均値 
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（イ）都道府県別の比較（17歳の平均値） 

身長・体重ともに体格は、女子は東北・北陸地方が大きい傾向がある 

17歳の身長を都道府県別順位でみると、男子は青森県が 171.7cmで１番高く、次に秋田県が

続き、大阪府は 170.6cmで群馬県と同じ 22番目、女子は神奈川県が 158.6cmで１番高く、次に

秋田県・山形県・滋賀県が続き、大阪府は 158.0cmで 13番目となっています。 

また、体重では男子は秋田県が 65.2kgで１番重く、次に青森県が続き、大阪府は 62.0kgで

35番目、女子は福島県が 54.4kgで１番重く、次に秋田県・栃木県が続き、大阪府は 52.6kgで

山梨県と同じ 37番目となっています。 
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（ウ）世代間の比較 

「親の世代」と「子の世代」の間では増加の幅は小さい 

「祖父母の世代（55年前）」、「親の世代（30年前）」、「子の世代」を比較してみると、全体的

には「祖父母の世代」から「親の世代」は大きく増加しています。「親の世代」と「子の世代」

の増加の幅は「祖父母の世代」から「親の世代」に比べ、小さくなっています。 

 

 

（２）年間発育量 

発育量が著しくなる時期は、女子の方が男子に比べ早い年齢となっている 

平成 12 年度生まれ（17 歳）の者の５歳時からの年間発育量をみると、身長の発育量は、男

子では 11歳から 12歳にかけて、女子では９歳から 10歳にかけて発育量が著しくなっています。 

体重では男子では 11 歳から 15 歳にかけて発育量が著しくなっており、11 歳から 12 歳にか

けて最大の発育量を示しています。女子では９歳から 13歳にかけて発育量が著しくなっており、

９歳から 10歳及び 11歳から 12歳にかけて最大の発育量を示しています。 

 

　　　　　　　　　　　年齢
　世代

11歳
小学６年生

14歳
中学校３年生

17歳
高校３年生

祖父母世代
（55年前の昭和38年度当時）

昭和26年度生まれ 昭和23年度生まれ 昭和20年度生まれ

親世代
（30年前の昭和63年度当時）

昭和51年度生まれ 昭和48年度生まれ 昭和45年度生まれ

子世代
（平成30年度現在）

平成18年度生まれ 平成15年度生まれ 平成12年度生まれ

（世代区分表）

平成11年度生まれ（29年度17歳）の年間発育量（体重）平成11年度生まれ（29年度17歳）の年間発育量（身長）
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（３）肥満傾向児の出現率 

男女とも多くの年齢で全国平均より低い傾向がある 

肥満傾向児の出現率（※）を年齢別に全国と比較してみると、男子は 11歳、14歳及び 16歳

を除くすべての年齢、女子は６歳、12歳、14歳、15歳及び 17歳を除くすべての年齢で全国平

均値を下回っています。 

（※）肥満傾向児の出現率は、肥満度が 20％以上の児童数の全体に対する割合〔％〕を推定しているもの。 

肥満度は、（実測体重〔㎏〕－身長別標準体重〔㎏〕）／身長別標準体重〔㎏〕×100〔％〕として求める。 

 

２ 健康状態 

主な疾病・異常等の被患率の状況 

（１）裸眼視力 1.0 未満の者の割合 

幼稚園、中学校で全国平均値を下回り、小学校で全国平均値を上回っている 

裸眼視力 1.0未満の者の割合は、幼稚園 25.7％、小学校 35.1％、中学校 55.5％となっており、

幼稚園及び小学校では平成 18年度以降過去最高となっています。 

    

（２）むし歯（う歯）の者の割合 

幼稚園、小学校、中学校及び高等学校のすべてで全国平均値を上回っている 

むし歯（う歯）の者の割合は、幼稚園 37.6％、小学校 48.7％、中学校 36.4％、高等学校 46.5％

となっており、中学校及び高等学校では平成 18年度以降過去最低となっています。 
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平成18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 全国値

幼稚園 25.1 22.7 25.0 20.9 19.3 25.1 18.0 17.3 20.3 25.0 21.4 25.7 26.7

小学校 29.0 27.0 28.8 30.8 28.8 29.8 33.3 28.7 30.5 32.6 32.6 31.8 35.1 34.1

中学校 46.2 51.5 57.4 50.7 51.2 54.1 52.3 51.3 51.1 52.4 55.9 53.8 55.5 56.0

高等学校 59.8 49.7 44.1 64.5 72.6 63.2 67.1
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い等のため、統計数値を公表

しない。

平成18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 全国値

幼稚園 60.4 57.3 53.3 44.6 47.4 40.6 40.7 39.3 35.0 34.2 37.0 36.7 37.6 35.1

小学校 67.8 63.0 60.5 59.7 60.2 56.4 55.7 52.5 50.9 48.6 48.9 43.0 48.7 45.3

中学校 60.9 59.5 56.0 49.5 48.9 51.0 43.3 41.8 47.0 42.5 38.2 40.3 36.4 35.4

高等学校 72.0 69.1 62.1 57.4 58.8 55.6 58.2 51.9 48.4 53.9 49.2 47.6 46.5 45.4
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